
十
月
例
会

七
月
例
会
七
月
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
有
山
登
記
念
館

（
七
月
例
会
は
佐
藤
尚
中
先
生
没
後
百
年
祭
と
し
て
順
天
堂
大
学
・
蘭
学

資
料
研
究
会
と
の
共
催
で
行
な
わ
れ
た
）

一
、
挨
拶
有
山
登

二
、
佐
倉
時
代
の
尚
中
篠
丸
頼
彦

三
、
長
崎
で
の
佐
藤
尚
中
中
西
啓

四
、
佐
藤
尚
中
と
大
学
東
枝
小
川
鼎
三

五
、
尚
中
の
私
生
活
大
滝
紀
雄

九
月
例
会
九
月
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
九
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
な
わ
れ
た
）

一
、
古
医
書
断
簡
「
真
福
寺
所
蔵
甘
草
丸
等
方
」
の
研
究小

曽
戸
洋

二
、
痘
瘡
死
亡
率
に
つ
い
て
の
一
史
料
添
川
正
夫

三
、
蘭
学
事
始
の
校
註
と
現
代
文
訳
の
仕
事
を
し
て
緒
方
富
雄

四
、
米
原
雲
海
作
も
う
一
つ
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
像
に
つ
い
て
（
四
○
ｍ
鋳
造

の
紹
介
）
大
滝
紀
雄

順
天
堂
大
学
医
学
部
新
館
会
議
室

一
、
「
お
雇
い
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
に
関
す
る
新
知
見
」

石
田
純
郎
．
Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス

ニ
、
「
北
里
柴
三
郎
と
痘
苗
の
改
良
」
添
川
正
夫

例
会
の
演
題
募
集

毎
月
第
四
土
曜
日
（
原
則
と
し
て
）
午
後
二
時
’
五
時
ま
で
例
会
（
主
と

し
て
順
天
堂
大
学
教
室
）
．
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
回
二
’
三
名
の
先
生
方

に
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

発
表
希
望
の
方
は
演
題
を
添
え
て
事
務
局
宛
に
お
申
し
出
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
（
五
十
八
年
度
）
よ
り
、
経
費
・
事
務
手
続
節
減
の
た
め
、
会
費

領
収
書
の
発
行
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
込
時
の
郵
便
局
・
銀
行

発
行
の
控
票
を
領
収
書
の
替
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
保
管
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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